平成２３年度３学期における懲戒処分の状況について
１．報告期間
平成２４年１月２１日～平成２４年４月２０日
２．概　要（資料１、参考資料１参照）
　○一般服務関係は３７件発生
　　・卒業式における不起立事案が３２件発生（資料１参照）　
・生徒への体罰に関する事案が３件発生　
・市立中学校教諭による通信簿の不適切な取扱いが発生
　（市立中学校：男性教諭（58歳）『停職１月』（同日付け依願退職）
自らが担任するクラスの生徒の通信簿及び成績原簿を無断で校外に持ち出し、競艇場において通信簿の作成作業を行った。
　　・府立高等学校教諭による女子生徒へのセクハラ事案が発生
　　　（府立高等学校：男性教諭（29歳））『減給６月』
　　　　女子生徒１名に対して、休日の校内において個別指導をしていた際に身体的接触を繰り返し、不快感を与えるセクシュアル・ハラスメントを行った。
　○公金公物関係
　　・監査委員事務局の監査及び教育委員会事務局の服務査察等により発覚した府立高等学校教諭による通勤手当の不正受給事案が６件発生
○公務外非行
・公務外非行は刑事事件化する重大な非行事案が４件発生
　　　◆覚せい剤所持・使用（府立高等学校：男性教諭（40歳））『懲戒免職』
平成２４年２月７日(火)、自宅に覚せい剤を所持していたため、覚せい剤取締法違反（所持）容疑で現行犯逮捕。また、同月７日頃、自分や他者の身体に覚せい剤を注射し、覚せい剤を使用したため、同月１４日(火)に覚せい剤取締法違反（使用）容疑で再逮捕。
◆酒気帯び運転（市立中学校：男性教諭（32歳））『懲戒免職』
平成２３年１１月１８日（金）、懇親会で飲酒した後、乗用車で帰宅途中に飲酒検問を受け、呼気１リットルあたり０．１５ミリグラム以上のアルコールが検出されたため、酒気帯び運転で現行犯逮捕。さらに、過去にも飲酒運転をしていたことが判明。
◆痴漢行為（市立中学校：男性教諭（44歳））『停職６月』（同日付け依願退職）
飲食店内で女性の太ももを触り、府迷惑防止条例違反の容疑で書類送検されたが、被害者と示談が成立し、不起訴処分。
　　　◆同僚教諭への暴行
（府立高等学校：男性教諭（59歳））『減給３月』（同日付け依願退職）
　　　　 勤務校の教職員による忘年会において、同僚女性教諭の左頬を平手打ちし、「暴行」の容疑で書類送検。平成２４年４月２日に簡易裁判所より罰金１０万円の略式命令。
○今年度通年の件数は、３７件増加（参考資料２参照）
２２年度：３２件　⇒　２３年度：６９件
・入学式・卒業式における不起立事案が大幅に増加
２２年度：１件　⇒　２３年度：３４件
・通勤手当の不正受給事案が増加
２２年度：４件　⇒　２３年度：１０件
　　・公務外非行は、前年度と同数
　　　２２年度：９件　⇒　２３年度：９件
３．府教委の取り組み
　○　３月７日の府立学校校長会において、教育長から、今後卒業式を迎える学校はもとより、４月の入学式においても国歌斉唱時には、式場内の教職員全員が起立斉唱を行う状況となるよう、各学校長に改めて指導の徹底を指示。
○　平成２４年度の新任校長及び教頭研修において具体的な不祥事事例を踏まえた服務管理の徹底について講義を実施。
